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重度の四肢マヒを伴う一重症心身障害児を対象に，約２年間にわたり，随伴関係認知の指導を行うと同時に期待心
拍反応の縦断的測定を行った。運動―刺激随伴関係（Ｒ―Ｓ期待）と刺激―刺激随伴関係（Ｓ―Ｓ期待）の両認知発達
の関連性と，随伴関係認知の促進プログラムについて考察した。Ｒ―Ｓ課題での行動変化後，Ｓ―Ｓ課題での行動変化
が示され，この変化は期待心拍反応でも確認された。このため，重度の四肢マヒを伴う事例では，運動の操作自体に
変化はなくともＲ―Ｓ期待の促進は可能であり，また，Ｒ―Ｓ期待の促進がＳ―Ｓ期待の促進に正の効果をもつことが
示唆された。
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期待心拍反応（Anticipatory heart rate response） 意図的操作（Intentional operation）

１．はじめに

近年，重症心身障害児（以下，「重症児」と略記）の
コミュニケーション発達の一つとして，期待反応が注目
されている（片桐・小池・北島，１９９９；北島，２００４a）。
単一刺激に対する定位反応の発達（片桐，１９９５）の後，
対刺激の随伴関係の認知に基づく期待が生じる。期待反
応は，第１刺激（以下，S１と略記）が第２刺激（以下，
S２と略記）の到来を予告する信号となって初めて生じ
ると考えられる。これを，シンボル機能を表す能記―所
記関係からみると，S１がS２の能記として機能したと考
えることができる。このため，期待反応はその後のシン
ボルを用いたコミュニケーションの基礎となる反応と考
えられる。
期待は内的プロセスであり，また，重症児では，行動

表出が不明瞭なため，行動観察のみから期待の表出を確
認することは困難である。そのため，従来，随伴性陰性
変動（Contingent Negative Variation：CNV）や予期的
心拍減速などの生理心理学的指標を用いて検討された。
その結果，心拍（Heart Rate：HR）測定に基づき，期
待反応の発達評価が可能であることが指摘された（北島，
１９９９）。教育実践に資する情報を得るための一つの課題
として，期待反応の形成・促進に関する指導と期待心拍
反応の縦断的測定とを並行して行い，効果的な指導プロ
グラムについて検討を行うことが挙げられる。
北島（２００４b）は，運動とその後の変化の随伴関係の

認知（ここでは，Bolles（１９７２）の用語を参考にＲ―Ｓ
期待と呼ぶ）の促進，具体的には上肢による事物操作の

意図性を高めることと，刺激と刺激の随伴関係の認知
（同様に，Ｓ―Ｓ期待と呼ぶ）の促進の両面からの指導
が重要であるとの仮説に基づき指導を行った事例を報告
した。事例は，上肢マヒはあるが比較的軽度であり，自
発的なリーチングが可能であった。その結果，Ｒ―Ｓ期
待の促進がＳ―Ｓ期待の促進に正の効果をもつことが示
唆された。ところで，重症児の運動障害の程度は様々で
あり，独力での自発運動がほとんど不能な事例もいる。
この者では，ガイダンス法（指導者が事例の手をとって，
一緒に操作する）や，代行（実際の操作は指導者が代わ
りに行い，事例はその場面を観察する）によって，Ｒ―
Ｓ期待の促進を意図した指導が行われる。自発運動に制
限をもつ者のＲ―Ｓ期待の促進や，Ｒ―Ｓ期待とＳ―Ｓ期
待の相互関係については，さらに検討を行う必要がある。
以上から，本研究では，重度の四肢マヒを伴う重症児

を対象に，Ｒ―Ｓ期待の促進とＳ―Ｓ期待の促進をめざし
た指導を並行して行い，期待心拍反応の測定結果の比較
検討を通して，随伴関係認知の促進に効果的な指導プロ
グラムについて考察する。

２．指導の実際

１）事例
Ｂ児（男子）。係り当初１５歳６カ月。重症児施設内の

訪問学級の高等部１年生であった。表１は，Ｂ児のプロ
フィールを示した。

２）指導期間
２００１年５月２８日～２００２年１１月２１日であった。原則とし
て週２～３回，訪問学級の指導時間内（１４：００～１５：００連絡先著者：

千葉大学教育学部研究紀要 第５４巻 ４９～５３頁（２００６）

４９



の個別指導の時間）に指導を行った。ただし，長期休暇
期間は除いた。経管栄養摂取時にもＳ―Ｓ課題（後述）
を行うことがあった。指導は，訪問学級担当教員の助
言・援助を得ながら主として千葉大学４年次学生が行っ
た。

３）指導課題
Ｒ―Ｓ期待の促進をねらいとしたＲ―Ｓ課題は５種，

Ｓ―Ｓ課題は２種を，指導の進展に伴い実施した。表２
は，各課題の刺激や操作を示した。
Ｒ―Ｓ課題は，いずれも簡単な操作でＢ児の好む音が

鳴ったり，見えそのものが大きく変わったりする課題で
あった。行動観察の結果，Ｂ児は自発的な運動がほとん
ど困難であった。そのため，Ｂ児の手に指導者の手を添
えて一緒に操作するガイダンス法により指導した。また，
指導者が操作を演示して見せた。

表１ Ｂ児のプロフィールおよび実態

表２ 指導課題

Ｒ：操作，Ｓ：操作によって生じる変化，S１：第１刺激，S２：第２刺激
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Ｓ―Ｓ課題は，数字の歌のペープサートと絵本の読み
聞かせの２つの課題であった。数字の歌では，「数字の
○はなぁにー？」の歌声と共に向かって左側に数字の
ペープサートが呈示され，しばらくすると，歌声と共に
向かって右側に絵のペープサートが呈示されることが，
１から１０までの数字で順に繰り返された。絵本の読み聞
かせでは，ストーリーに反復があり，ストーリー展開の
ための手がかり刺激としてあるフレーズや挿絵がある絵
本を選んだ。第１刺激（数字のペープサート，手がかり
となるフレーズや挿絵）によって第２刺激（絵のペープ
サートや決まったストーリー）を期待することをねらっ
た。

４）記録および分析
観点別評価票様式のチェックシートを作成し，該当行

動の生起の有無を記入した。Ｂ児では，注・追視と表情
が観察項目となった。注・追視では，操作時に手元を注
視するか，操作によって生じる変化を注・追視するかを
中心に観察した。表情では，快の表出である笑顔を中心
に，いかなる場面で笑顔が生じたかを文脈を含めて項目
とし，生起の有無を確認した。初めて観察された行動や
印象的な行動は，前後の文脈も含めて記述した。指導場
面をVTRに録画し，適宜再生して記録を確認した。

５）指導で観察された行動変化
表３に，指導で観察された行動変化を要約して示した。

左欄はＲ―Ｓ課題，右欄はＳ―Ｓ課題を示した。行動を記
述し，観察日を括弧内に付記した。

２００１年２学期から３学期にかけて，Ｒ―Ｓ課題で表情
に変化が見られた。Ｂ児は，新奇な物や場面に不安が強
く，初回から笑顔が見られた課題はアンパンマンロケッ
トのみであった。いずれの課題でも，Ｂ児自身の自発的
な動きを引き出すことは困難であったため，ガイダンス
法や演示を中心として働きかけを継続した。その経過で，
しだいに手を添えられて指導者と共同で行った運動の後
に生じる変化に対して笑顔が見られるようになった。
ボーリングを除く４課題では，いずれも２００１年３学期
（２月）に笑顔が多く観察された。運動の結果生じる変
化に笑顔が見られるようになったことから，運動とその
結果との随伴関係の認知が促進されたと判断できた。
Ｓ―Ｓ課題では，２００２年１学期から２学期にかけて，

表情に変化が見られた。絵本の読み聞かせでは，指導当
初，Ｂ児は絵本に注意が持続せず，挿絵の大きさや色彩
にも配慮が必要であった（２００１年２学期，３学期）。２００２
年１学期になると，「たべたのだあれ」と「かくしたの
だあれ」の読み聞かせでは，他の本とは異なり，よく注
目し笑顔が見られるようになった。ページをめくるたび
に，大きな発声を伴って笑うことも見られ，また，繰り
返し場面で笑顔を見せることも生じた。これは，読み手
の声色やイントネーションなどに対する快表情とも考え
られたが，繰り返しのあるストーリー展開が理解され，
あるフレーズが次の展開の手がかりとなってきたとも考
えられた。数字の歌では，数字のペープサートを向かっ
て左側に呈示して「なぁにー？」と振り動かし，その動
きを止めると，まだ何も呈示されていない右側に視線を
移動すること（表中，先回りの視線移動）が見られ（２００２

表３ 指導で観察された行動変化

＊括弧内の数字は，月日を表わした。
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年２学期），Ｓ―Ｓ期待が促進されたと判断された。
なお，２００２年７月から９月にかけて，Ｂ児の体調がす

ぐれない日が続き，この間の指導では笑顔はあまり見ら
れなかった。

３．縦断的期待心拍測定

１）測定場所と測定期間
測定は，２００１年５月と１１月，２００２年５月と１１月の合計

４回，訪問教育で利用される教室で行った。午前１０時か
ら１１時半と午後２時から３時の時間帯に，担当教員に対
象者の体調が良好なことを確認した上で実施した。ブラ
ゼルトン（Brazelton, Nugent, & Lester, １９８７）のState
４（覚醒，運動なし）またはState５（覚醒，運動あり）
の際に，刺激を呈示した。測定には約２０分を要した。覚
醒低下や体調不良のために測定を中断または中止するこ
とはなかった。

２）測定条件
測定条件は，S１＋S２条件とface条件の２条件であった。
S１＋S２条件では，車椅子に座る対象児の前方８０cmに，

衝立を設置した。衝立の上部（縦９０cm，横１２０cm）に
は，カーテンを取り付けた。刺激呈示者（以下，呈示者）
は，カーテンの背後で，対象児と対面して椅子に座った。
衝立の下方に取り付けたライトから白色持続光が照射さ
れると同時に，カーテンが開き，２秒間，呈示者は上半
身を示し呼名した（S１）。その後，カーテンは閉じられ
たが，白色持続光は照射され続けた（S１―S２間隔３．０秒）。
再びカーテンが開き，１０秒間，呈示者は玩具を示しなが
ら呼びかけた（S２）。S１とS２の呈示時点と白色持続光は
パーソナルコンピュータにより時間制御した。玩具は対
象児の好む教材や楽器を用意し，ランダムな順序で呈示
した。
face条件では，呈示者がＡ児に対して，通常の「イナ

イイナイバー遊び」を行った。呈示者が車椅子に座るＡ
児に対して，「イナイイナイ」と言いながら顔を手で隠
し（S１），その後「バー」と言いながら，隠した顔を示
した（S２）。これを１試行とした。
両条件について，１２試行を１ブロックとして，休憩を

挿入して２ブロックを呈示した。

３）記録・分析
心電図は，多用途テレメータ（日本電気三栄製５１１X／

I―B）を用い，対象児の胸部より修正�誘導法によって
時定数０．６秒で導出し，生体電気アンプ（NEC三栄製
１１６９）により増幅後，データレコーダ（TEAC製RD１３０
TE）に，刺激呈示時点を示す刺激マークと共に磁気記
録した。磁気記録をサンプリング間隔１０ミリ秒でＡ／Ｄ
コンバータ（Canopus電子製ADN―１４００）によってＡ／
Ｄ変換後，Ｒ波を検出しＲ波―Ｒ波間隔を求めた。体動
及びアーチファクトなどにより，R波が検出できなかっ
た試行は，処理から除外した。S１呈示時点を基準とし
て，sec―by―sec分析（Graham, １９７８）により，０．５秒ご
との心拍数を算出した。条件別に加算平均処理し，平均
HR曲線を表示した。各時点と刺激前の平均HRとの間で

t検定を行い，有意な減少や増加の区間を判定した。同
一時点の平均値間でt検定を行い，条件間での有意差検
定を行った。

４）結果と考察
図１は，Ｂ児における縦断心拍測定結果を示した。上

から下に第１回から第４回の測定結果を配置した。S１
＋S２条件とface条件を重ね書きして示した。各図の縦軸
は刺激呈示前０．５秒を基準とした心拍値を示した。横軸
は刺激呈示時点を基準とした時間経過を示した。S１＋S
２条件を太線で，face条件を細線で表示し，face条件よ
りもS１＋S２条件の方が低心拍値を示した区間の差分を
陰影で示した。各図の下部には，ｔ検定の結果を３種の
記号で棒グラフに表示した。３つの棒グラフは，上の２
本は刺激前の平均値と各時点の平均値との検定結果，３
つ目は同一時点の平均値の条件間での検定結果を示した。
黒塗りはｐ＜．０５，縦縞はｐ＜．１０，白抜きは有意差なし

図１ 平均心拍曲線
上から下に第１回から第４回の測定結果を配置した。
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を表した。
２００１年５月の測定では，face条件ではS１後の減少は明
瞭であったが，S２前の減少は不明瞭であり，明瞭な予
期的減速が記録されたとは判断しがたかった。２００１年１１
月の測定では，S１＋S２条件ではS２前まで大きな減少が
持続し予期的心拍減速が記録された。また，face条件で
は，S１後２秒まで減少し以後３秒まで低心拍値が持続
した。S２前に加速に転じたものの低心拍値が持続する
時間は５月の測定よりも長くなった。以上から，S１＋S
２条件では予期的心拍減速が明瞭化し，face条件では喚
起された注意が持続する形で心拍反応が変化したと考え
られた。
２００２年５月の測定では，S１＋S２条件では低心拍値が
持続し，face条件ではS２前に明瞭な減少が示された。１１
月の測定では，S１＋S２条件ではS２前まで心拍値の減少
が持続し予期的減速が記録された。face条件では，５月
の測定結果と同様に，S２前の時間帯に明瞭な減少が示
された。以上から，２００２年においては，５月のS１＋S２
条件を除き予期的心拍減速が記録され，特に，face条件
での期待が予期的心拍減速に明瞭に表れたと考えられた。

４．全体的考察

１）Ｒ―Ｓ期待とＳ―Ｓ期待の促進
健常乳児では，Ｒ―Ｓ期待の認知の成立からＳ―Ｓ期待

の認知の成立へという発達的順序性が考えられた（Pia-
jet, １９４８ 谷村・浜田訳，１９７８）。上肢マヒを伴う重症
児では，異なる発達経過も推測されたが，指導の観点か
らは両面から働きかけを行うことが効果的と考えられた。
そこで，本指導では，Ｒ―Ｓ課題とＳ―Ｓ課題の２種の課
題を設定し，両面の期待の促進をねらった指導を行った。
上肢に重度のマヒを伴うＢ児においては，操作する運

動そのものの変化は期待できなかった。そのため，快表
情である笑顔が指導のいかなる場面で生じるのかを中心
に観察を行い，随伴関係の認知が促進されたかどうかを
判断した。このような観察上の制約はあったものの，指
導経過では，Ｂ児は，Ｒ―Ｓ期待が促進された後にＳ―Ｓ
期待が促進されたと判断された。この発達経過は，これ
まで乳児で指摘された知見や北島（２００４b）の重症児で
の知見と一致し，重度の四肢マヒを伴う重症児において
も，Ｒ―Ｓ期待とＳ―Ｓ期待には発達的な関連があり，両
面から働きかけることが効果的であることを指摘できる。

２）行動変化と期待心拍反応測定結果との関連性
face条件の心拍反応は，２００１年度の２回の測定では，

S１に対する定位反応を反映するD１成分のみ出現した。
しかし，２００２年５月の測定では，S２の予期や運動準備
を反映するD２成分が明瞭に出現した。face条件は「イナ
イイナイ」と「バー」を，リズミカルに反復する刺激条
件であった。２００１年度の指導で行ったＲ―Ｓ課題も課題
遂行時に「１，２，３，パッ」というリズミカルな声か

けと共に操作を繰り返すものであった。このため，指導
でＢ児がリズミカルな刺激の反復を経験する経過で音声
刺激を手掛かりとしてS２を期待することが促進され，
その変化がface条件の心拍反応に反映されたことが考え
られた。
以上から，上肢に重度のマヒを伴う重症児においても，

マヒの軽度な重症児と同様に，Ｒ―Ｓ期待の認知とＳ―Ｓ
期待の認知には関連があり，Ｒ―Ｓ期待の促進がＳ―Ｓ期
待の認知に促進的に働くことが示唆されたと考えること
ができる。
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